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行財政構造改革委員会 

（平成１７年３月） 
≪提言内容（要旨）≫ 

「時代のニーズにそぐわないものは、一定

の終期ごとに見直しを行うことを制度化す

ることや、市民の意見を反映する仕組みを

盛り込むことは、どのような時代にあって

も必要な取組みである。」 

 

◇ 運営費補助から事業費補助への切

替え 
・事業費補助への切替えを基本としながら、

事業費補助でないものは一律廃止というこ

とではなく、時代のニーズや評価の観点か

ら適さないものがある場合に廃止するとい

う視点での見直しが必要である。 

◇ 評価の基準づくり 
・５段階評価などで一定の客観性をもって

評価し活動内容を公表していくことは必要

なことであり、評価方法を確立するよう努

力する必要がある。 

◇ 補助金等の終期設定 
・原則３年というのは、その効果を測る上

で適当な期間である。成果を定期的に検証

することは大事な視点であり、その成果に

より削減と重点化を行っていくことは必要

である。 

◇ 補助金等を審議・答申する機関の

設置 
・市民にわかりやすく説明することは重要

なことであり、活動の評価方法やその公開

等については、十分な検討を行う必要があ

る。 

◇ 公募型補助金制度の導入 
・新しい補助金ニーズに応えるために、「公

募」性を採用した点は、今後の市民活動に

即した対応である。 

補助金等に関する基準の策定 

 

 

市民などによる補助金等を

審議・答申する機関の設置 

 

市がめざす改革の方向性 

公募型補助金制度の確立 

 

 

資料 ３ 

☆補助金等交付基準の策定 
１．趣旨 

 補助金等の公平性、透明性を確保し、

より適正な交付、執行を図るため、統一

的な交付基準を策定し補助金等を効果

的、効率的に運用する。 

２．定義・補助率 

 ○補助金 

原則補助対象経費×１／２以内 

 ○交付金 

 事業の実施に必要な範囲とし、定額又

は所要額 

３．交付基準等 

①基本的事項 

・補助対象経費の明確化：交際費、慶弔

費、飲食費、親睦会費等は補助対象外

・ルールを越える補助（いわゆる上乗せ

補助）は原則行わない 

②その他 

・根拠法令等に定めのないものは、規則、

要綱等の整備を図る 

・交付事務の統一と関係書類の整備（既

存交付規則を基本とした様式等の見直

し） 

・終期（３年間）の設定による定期的見

直しの実施 

☆外部評価委員会の設置 
１．目的 

 市民や行政外部の視点に基づ

き補助金等の評価を行うことに

より、透明性を確保し効率的な行

財政運営を推進する。 

 

２．委員会の内容 

①委員構成 

・５名（学識経験者等：４名） 

（市民公募  ：１名） 

②業務内容 

・現行補助金等の終期設定に伴う

見直し時における補助金等の

評価 

・公募型補助金の評価 

・新規補助金の制度評価 

☆公募型補助金制度の導入 
１．趣旨 

時代の変化に伴う市民ニー

ズの多様化への対応と市民と

の協働によるまちづくりを進

めるため、公募型（市民提案型）

の補助制度を創設する。 

 

２．制度概要（案） 

①補助対象 

・市民の福祉及び市民生活の向

上を目的とする活動など、市民

団体等が自主的、全市的に実施

する公益性の高い事業 

②補助金総額 

・毎年度予算に定める範囲内 

 

３．公募型補助金への移行 

・現行補助金において「公募型」

補助金の趣旨と合致し、市民の

発想を活かした事業展開が期

待できるものは、段階的に移行

していく。 

平成２０年度制度創設に向け検討 


